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１．はじめに 

 『土石流』という言葉はよく聞くが、『土石木流』は馴染みがない。砂防事業では、土石

流対策と流木対策があり、実際に流れ出す映像では、流木が先頭を流れており、流木が住

宅に衝突し、被害を拡大している現状があり、テーマとした。H26.8 広島災害でも流木が

発生し、被害を増幅している。流木の被害は、地すべりによる河道の堰止め（ダムアップ）

の要因でもあり、被災例も多い。最近は、森林の利用が低調で、立木は、巨木となり日の

当たらない地表部は荒廃している。ここでは、森林に着目して、土石流の発生と森林の現

状に着目し、以下に考察を試みる。 

写真－1，2 H26.8 広島災害と流木の状況写真 

  写真－3 森林の地すべりが 

河川に迫り、河道閉塞の寸前 

まで進行した事例。写真は 

地すべりの末端部（下） 



２．森林の現状 

 樹木の生長は、20～30 年で成木となり、50～60 年で用材として利用できる。杉や桧は

戦後、用材として、山間部の奥部まで植林された。これら用材は、現在約 60 年経過し、伐

採の時期に達しているはずである。十分な管理ができていればであるが、間伐が行われず

30 年以上放置されている状況では、瀕死状態で、豪雪や強風で倒木や幹折れが生じている

ものも少なくない。  

 

写真－4  

幹折れした杉林の写真 

幹折れはまとまって発生 

 するケースが多い 

 

 

 

 

 

 

 雑木（広葉樹）の成長にも課題がある。昭和 30 年代ごろまでは、炭や、薪として伐採さ

れ利用されていたが、近年は需要がなくなり、放置されている。カシやケヤキは大木とな

り、容易に伐採することが困難となっている。  

  写真－5 広葉樹の巨木化と倒木写真（豪雪被害） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 倒木の底面は、幅 2m、厚さは 0.5～1.0m 岩を取り込む、下位の岩盤への根の侵入は殆

どない。 

 

３．土石流との関連 

 立木が成長し、大木となる広葉樹や、密集し荒廃した急斜面に立つ針葉樹は、容易に倒

木となり、斜面崩壊の原因となっていると考えている。広葉樹は、水平方向に根が張るた

めに地山を安定させると考えられているが、立木の根系の発達は、成長に必要な幅と深さ

が必要である。資料から高木の必要土壌厚 0.9～1.5m の深さに対し、急斜面の山腹では、

風化層は 1.0m 以下で岩盤に達するケースや、岩盤の背後の窪地に堆積する表土に生育す



ることが多い。要するに、現在、急斜面にある巨木、杉や桧などは、立木を維持する十分

な土壌の確保ができていないことが容易に推測できる。 

 

  資料―1 『緑のデザイン』日経技術図書株式会社 P668 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 次に、岩石を取り込み倒れた倒木は、時間とともに朽ちていき、腐植土となるが、岩石

は容易に風化しないために、落石源として、その危険性を増大していく。 

   写真－6、７ 転石を抱えた巨木と朽ち果てた倒木 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このように、急斜面で生育し、巨木と化した広葉樹、瀕死状態の針葉樹は、容易に倒木

となり、斜面崩壊や落石源を発生させる要因となることが判る。さらに、豪雨が発生すれ

ば、土石流の要因となる山腹崩壊を引き起こし、大量の流出物となることが推測できる。 

 異常気象により豪雨の頻度が増えていることだけで無く、森林の巨木化、密生化により

山腹崩壊が起きやすくなっていると考える。  

 

４．まとめ 

 土石流による被害を防止するために、砂防ダムなどのハードの整備は必要であるが、そ

のほかに、山地の安定化、健全化に対する対策を提案する。 

① 杉や桧など針葉樹は、間伐材や用材として積極的に活用する。 

② 広葉樹は、定期的な伐採により、巨木化を防止する。  

間伐等によって、伐採され用材にできない材木は、チップやバイオマス等に利用される

ことが望ましい。経済面から間伐等は、採算性が低い現状であるが、治山事業、土石流対

策事業、道路の落石等災害防除事業として、公共事業予算を投入することを提案する。バ

イオマスは副産物として捉え、地球資源の有効利用と地球温暖化対策に貢献できると考え

ている。 

急斜面や山奥での伐採は、人力では厳しい作業であるが、IT やロボット技術を投入すれ

ば、採算性の確保も不可能ではないと想像する。過疎の山間で大型の伐採ロボットが活躍

する姿は、夢があり、過疎対策にもつながる。 

 最後に、『土石流』はできれば『土石木流』と改名されることを希望し、結びとする。 

 

 

 

 

 


